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研究成果の概要（和文）：本研究では熟達指導者が試合中に「どこを見て」「何を感じているのか」を収録した
VR視界動画を作成した．それらを将来野球の指導者をめざす学生に視聴させ，その前後での状況認知の変化を検
証した．その結果，VR視界動画視聴前は何も語っていなかった場面で，その影響を受けたと思われる状況認知が
現れたり，視聴から得た知識をもとに全く新しい状況認知を推論的に示す学生が現れた．監督の直接的な指導を
伴わない状況下でも，VR視界動画を用いることで選手起用の意図や采配に関する知見が習得されることが示唆さ
れた.

研究成果の概要（英文）：In this study, we created a VR video recording of "where to look" and "what 
to feel" during a game by a proficient instructor. The students who were aiming to become baseball 
coaches in the future were made to watch these videos, and the changes in their situational 
cognition were verified before and after the videos were viewed. As a result, situational cognition 
that seemed to have been influenced by the VR visualisation videos appeared in situations where 
nothing had been said before the videos were viewed, and students showed completely new situational 
cognition inferentially based on the knowledge they gained from viewing the videos. It was suggested
 that even in situations that do not involve direct coaching by the coach, knowledge about the 
intention of using players and leadership can be acquired through the use of the VR view videos.

研究分野： situation awareness
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研究成果の学術的意義や社会的意義
熟達者からの「わざ」の伝承は日本社会の様々な分野における長らくの課題でありながら，充分な解決に至って
いない．スポーツ指導の現場においては，「わざ」の伝承それ自体の困難さに加え，部活動時間短縮や働き方に
対する意識変化，新型コロナウィルス感染症の影響により対面で時間をかけながら伝承することが難しい社会環
境に直面しているからだ．このような環境下において，熟達指導者の直接的な指導を伴わない状況下でも効率よ
く技術論や野球観などの知見が伝承されることが本研究で示すことができた．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１． 研究開始当初の背景 

（１）部員数が増加の一途をたどる大学野球の指導現場では，公式戦に出場することがかなわない選手が増加して

いる．鵜瀬ほか(2018)は大学野球の現状について，そうした公式戦出場経験が少ない 2軍選手は，自チーム監督

の試合中の戦術や選手起用への理解が，1 軍選手に比して低いことを報告している．申請者が指導を行なう大学

野球硬式野球部でも，2 軍選手は試合中に監督からのアドバイスを聞くという経験を継続的に積めないため，2 軍

戦で結果を出して 1 軍戦に出場する機会を得ても，そこで監督が求めているプレーができず，すぐに 2 軍に戻っ

てくることが多い．そのような負のスパイラルに陥り，時間が経つごとに 1 軍選手と 2 軍選手の経験の差が広がり，

技術的に伸び悩んだり，野球観が醸成されないといった声が現場の選手からも多く上がっている． 

（２）スポーツ指導者の現状については「日本のスポーツ史上最大の危機(文部科学省 2013)」という緊急メッセー

ジが発表されて以降も，スポーツ界では例えばハラスメントや暴力行為ひとつをとっても完全にはなくならず，そ

の資質，能力の向上が重要な課題の一つになっている．野球競技においても指導者不足は深刻であり(朝日新聞 

2017)，熟達指導者が有する技術的視点や選手起用，采配に関する知見を将来教員や部活動指導員を目指す大

学生が学べる環境を整備していく必要がある． 

 

２． 研究の目的 

（１）VR 技術を用いて，野球競技における熟達指導者の試合中の状況認知と視界を同期させた VR 視界動画を作

成することである． 

（２）大所帯で活動する大学野球硬式野球部の 1軍・2 軍選手および将来教員や部活動指導員を志す選手に視聴

させ，視聴前後の状況認知の変化を検証することである． 

 

３． 研究の方法 

VR 視界動画を作成するために，大学生による試合（オープン戦）を 360 度全方位型カメラで撮影した．撮影した 2D

動画をVRゴーグルを用いて視聴することで，選手が実際にプレーしているグラウンドだけでなく，自チームベンチ内や

相手チームの監督など，指導者が見たい場所を主体的に選択して状況認知を行うことができる．試合の撮影を行なった 

2週間後，熟達指導者である監督にVRゴーグルと録音機能付きハンズフリーマイクを装着し，録画した試合の自チーム

攻撃場面のみを視聴して，「どこを見て」「何を感じているのか」について語ってもらった．後日，VR ゴーグルをつけた際

の監督の視界が再現された動画とハンズフリーマイクで記録した状況認知の音声を同期させ，VR 視界動画を作成した． 

その後，VR 視界動画を将来指導者を志す 1 軍・2 軍選手に視聴させた前後で，その状況認知がどのように変化する

かを検証した．  

 

４． 研究成果 

本研究ではVR視界動画を視聴することで，監督の直接的な指導を伴わない状況下でも1軍・2軍選手問わず，野球

の技術や野球観に関する状況認知に変化が現れた．また，その変化は以下の3種類に分類された． 

①暗記的状況認知：VR視界動画を視聴する前は何も語っていなかった場面で，その影響を受けたと思われる状況認知

が現れるレベル． 

②関連づけ状況認知：VR 視界動画を視聴することによって，過去の情報と新しい情報を知的に関連づけ，過去の自身

の状況認知を修正するレベル． 

③推論的状況認知：VR視界動画を視聴することによって，そこから得た知識や価値観をもとに，監督が VR視界動画上

で状況認知を行なっていない場面において，戦術選択や選手起用に対してまったく新しい情報を推論的に示す状況認



知が現れるレベル． 

なお，暗記的状況認知は1軍および2軍選手に現れた．一方，関連づけ状況認知と推論的状況認知は１軍選手にの

み現れた．2 軍選手において関連づけ状況認知と推論的状況認知が現れなかった要因としては，公式戦やオープン戦

にベンチ入りし，監督のミーティングや試合中のアドバイスを聞く経験が絶対的に不足しているため，過去の情報と関連

づけたり，過去の情報から推論することができないからだと考える．本研究では，1軍選手と 2軍選手が VR視界動画を

視聴した際，その状況認知の変化に質的な差はあったが，監督の直接的な指導を伴わない状況下でも技術論や采配，

選手起用に関する知見が習得される可能性が示された． 
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イニング 点差 対象者 監督の状況認知 視聴後の状況認知(選手)

1回裏 N 0－0 T 2軍

1塁走者のT選手がどれだけ
リードをとれるかをみてい
る．ピッチャーの牽制がどう
か？リードを大きくとって，
初回なので牽制を見せてほし
い．

初めてのランナーなので牽制を
もらって，左ピッチャーなので
牽制が上手いかとか見れたほう
がいいと思います．

表1．暗記的状況認知の例

イニング 点差 状況 対象者 視聴前の状況認知（選手）
監督の状況認知

視聴後の状況認知
（選手）

6回裏 N 1－5 T
0アウト
1塁
1軍 なし なし

この点差の場面でバント
なんですけど，公式戦
だったら無いかなと思う
んですけど，練習試合だ
からこの選手がバントで
きるか見たかったのかな
と思います．

表3．推論的状況認知の例
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